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教育重点項目1  

 

  

評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

 

重点1 
「東京ＣＰＡ会計学院熊本校のさらなる発展」の確実

な実施 
4 ③ 2 1 0 

 

①課題 

 ・求める人材像の解像度をさらに高める必要がある 

②今後の改善方法 

 ・研修等を通じて、求める人材像の理念を明確化する 

③特記事項 

 

 

教育重点項目 2  

 

  

評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

 

重点2 教育力の向上 4 ③ 2 1 0 

 

①課題 

・簿記の習熟度に大きな差があるため、日々の講義等に大変苦労している状況である。 

・テキストや問題集等の教材の品質向上が、「自ら学び成長する力」をつけるうえで、課

題であり、大変重要だと考えている。 

・最も重視すべき検定である日商簿記１級、全経上級の実績が本校の最優先課題である。 

②今後の改善方法 

・学生一人ひとりの実態に応じたきめ細やかな指導を充実させるために、一斉指導に加

え、個別指導やグループ別指導等の指導方法を工夫することが求められる。 

・本学の一つの柱である自学自習をより効果的に進めるうえでも、自学自習用教材の品質

向上を図る必要がある。 

・東京校による支援体制を含め、日々の授業力向上に力を注ぐことが求められる。一方、

動機付けについては、機会あるごとに、学生面談による意識向上を図っていく。 

③特記事項  
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第１ 教育理念・目的・育成人材像等  

 

  

評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

01 
学校の理念･目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
④ 3 2 1 0 

02 学校における職業教育の特色は何か ④ 3 2 1 0 

03 
社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱

いているか 
④ 3 2 1 0 

04 
学校の理念・目的・育成人材・特色・将来構想などが

学生・保護者等に周知されているか 
④ 3 2 1 0 

05 
各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する

業界のニーズに向けて方向づけられているか 
4 ③ 2 1 0 

 

①課題 

05：専門分野への特化が当校の特徴であり、卒業生も各界から高い評価を受けてはいるも

のの、情報処理能力やコミュニケーション能力などのさらなる向上に向けた指導を充

実する必要がある。 

②今後の改善方法 

05：経理本科の学習を、更に充実し実践的なものに絞ると評価も高まると思われる。しか

しながら制約された時間の中で、どの分野を優先すべきか常に検証し、履修すべき科

目を絞り込むべきである。 

③特記事項 
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第２ 学校運営  

 

  

評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

06 目的等に沿った運営方針が策定されているか ④ 3 2 1 0 

07 運営方針に沿った事業計画が策定されているか ④ 3 2 1 0 

08 
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化さ

れているか、また、有効に機能しているか 
④ 3 2 1 0 

09 人事、給与に関する規定等は整備されているか 4 ③ 2 1 0 

10 
教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備

されているか 
④ 3 2 1 0 

11 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が

整備されているか 
4 ③ 2 1 0 

12 
教育活動等に関する情報公開が適切になされている

か 
④ 3 2 1 0 

13 
情報システム化等による業務の効率化が図られてい

るか 
④ 3 2 1 0 

 

①課題 

09：人事、給与に関する規定等は定められているが、時代の変化に即したより一層の充実

が求められる。 

11：業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制について特に組織や委員会などを設

けていない 

 

②今後の改善方法 

09：人事、給与に関する規定等について、見直しを図っていきたい。 

11：組織や委員会等の設置を検討してきたものの、依然として具体的な役割について明確

化するのが困難な状況であるため、引き続き検討していく。 

 

③特記事項  
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第３ 教育活動  

 

 評価項目 
適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

14 
教育理念等に沿った教育課程の編成･実施方針等が策

定されているか 
④ 3 2 1 0 

15 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科

の修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の

確保は明確にされているか 

④ 3 2 1 0 

16 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ④ 3 2 1 0 

17 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリ

キュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されてい

るか 

④ 3 2 1 0 

18 

関連分野の企業・関係施設等や業界団体との連携によ

り、カリキュラムの作成・見直し等が行なわれている

か 

4 ③ 2 1 0 

19 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携による

インターンシップ実技・実習等）が体系的に位置づけ

られているか 

④ 3 2 1 0 

20 授業評価の実施･評価体制はあるか ④ 3 2 1 0 

21 
職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れ

ているか 
④ 3 2 1 0 

22 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確に

なっているか 
④ 3 2 1 0 

23 
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での

体系的な位置づけはあるか 
④ 3 2 1 0 

24 
人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる

要件を備えた教員を確保しているか 
④ 3 2 1 0 

25 

関連分野における業界との連携において優れた教員

(本務・兼務含む)を確保するなどマネジメントが行な

われているか 

④ 3 2 1 0 

26 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するた

めの研修や教員の指導力育成など資質向上のための

取組みが行なわれているか 

4 ③ 2 1 0 

27 職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 ③ 2 1 0 
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①課題 

18：関連分野の企業・関連施設等や業界団体との連携によるカリキュラムの作成・見直し

等は不十分である。 

  26、27：教員の知識・技能や指導力の向上、職員の能力開発については、各自の自己研修

により行われており、研修会等は実施していない。 

②今後の改善方法 

  18：できるかぎり実務経験者の意見を収集し、それを踏まえながら、より実践的な視点で

の教育の要素を探求し、カリキュラムや指導方法の見直しを行うこととする。 

26、27：内部での研修会の実施や、外部での研修会には可能な限り参加するよう改善を図

っていく。 

③特記事項 

 

 

第４ 学修成果  

 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

28 就職率の向上が図られているか ④ 3 2 1 0 

29 資格取得率の向上が図られているか ④ 3 2 1 0 

30 退学率の低減が図られているか ④ 3 2 1 0 

31 
卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握してい

るか 
4 ③ 2 1 0 

32 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育

活動の改善に活用されているか 
4 ③ 2 1 0 

 

①課題 

31、32：卒業後の転職状況・離職状況、また、検定試験等の取得状況などの情報がつかめ

ていない。現状では、卒業生からの口伝で知るほかない状況である。 

②今後の改善方法 

31、32：卒業生の状況についてどのように把握していくべきか、より体系的な調査方法を

検討すべきである。 

③特記事項 
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第５ 学生支援  

 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

33 進路・就職に関する支援体制は整備されているか ④ 3 2 1 0 

34 学生相談に関する体制は整備されているか ④ 3 2 1 0 

35 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ④ 3 2 1 0 

36 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 ③ 2 1 0 

37 課外活動に対する支援体制は整備されているか ④ 3 2 1 0 

38 学生の生活環境への支援は行われているか ④ 3 2 1 0 

39 保護者と適切に連携しているか ④ 3 2 1 0 

40 卒業生への支援体制はあるか ④ 3 2 1 0 

41 
社会のニーズを踏まえた教育環境が整備されている

か 
④ 3 2 1 0 

42 
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・

職業教育の取組が行なわれているか 
④ 3 2 1 0 

43 
関連分野における業界との連携による卒業後の再教

育プログラム等が行われているか 
4 3 2 1 ⓪ 

 

①課題 

36．学生の健康管理を担う特別の組織体制は設けられていない。 

②今後の改善方法 

36．学生の健康管理に起因する問題について分析し、学生の健康管理を担う特別の組織体

制の要否を検討していく。 

③特記事項 
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第６ 教育環境  

 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

44 
施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう

整備されているか 
4 ③ 2 1 0 

45 
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等に

ついて十分な教育体制を整備しているか 
4 3 2 1 ⓪ 

46 防災に対する体制は整備されているか ④ 3 2 1 0 

 

①課題 

44．学校施設全体として経年による要修繕箇所が見受けられる。また、学生利用ＰＣにつ

いて、高い性能を望む声もある。 

②今後の改善方法 

44．現状では教育水準を著しく貶めるような設備等の不具合は報告されていないため、比

較的優先して対応すべきものから、順次修繕を行う予定である。 

③特記事項 
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第７ 学生の受入れ募集 
 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

47 
高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取組

が行われているか 
④ 3 2 1 0 

48 学生募集活動は、適正に行われているか ④ 3 2 1 0 

49 
学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報

は正確に伝えられているか 
④ 3 2 1 0 

50 学生納付金は妥当なものとなっているか 4 ③ 2 1 0 

 

①課題 

50：近年の物価高騰に伴って、様々なコストが増加しているため、学生納付金についての

見直しが必要である。 

②今後の改善方法 

50：他の教育機関等の状況も参考にして、必要な学生納付金の改訂を検討したい。 

③特記事項 
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第８ 財務  

 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

51 
中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえる

か 
④ 3 2 1 0 

52 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ④ 3 2 1 0 

53 財務について会計監査が適正におこなわれているか ④ 3 2 1 0 

54 財務情報公開の体制整備はできているか ④ 3 2 1 0 

 

①課題 

②今後の改善方法 

③特記事項 

 

 

第９ 法令等の遵守 
 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

55 
法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなさ

れているか 
④ 3 2 1 0 

56 
個人情報に関し、その保護のための対策がとられてい

るか 
④ 3 2 1 0 

57 自己評価の実施と問題点の改善を行なっているか ④ 3 2 1 0 

58 自己評価結果を公開しているか ④ 3 2 1 0 

 

①課題 

②今後の改善方法 

③特記事項 
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第１０ 社会貢献・地域貢献 
 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

59 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献

を行っているか 
4 ③ 2 1 0 

60 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 4 ③ 2 1 0 

61 
地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業訓練等を

含む）の受託等を積極的に実施しているか 
4 3 ② 1 0 

 

①課題 

59：現状は学校資源の外部解放は行っていない。 

 60：新型コロナウイルスの流行以降、学生ボランティア活動の機会が減っている。 

 61：本校主催の地域に対する公開講座等は行っていない。 

②今後の改善方法 

 59：引き続き、学校資源の活用先を考えていきたい。 

 60：学生の社会性を創造する機会であるから、ボランティア活動の周知や参加促進を行っ

ていきたい。 

61：職業団体や地域の方のニーズを聴取し、本校主催の講習会の実施を検討していく。 

③特記事項 
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第１１ 国際交流 

 

 
評価項目 

適切:4、ほぼ適切:3、やや不 

適切:2、不適切:1、無該当：0 

62 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行ってい

るか 
4 ③ 2 1 0 

63 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手

続き等がとられているか 
4 ③ 2 1 0 

64 
留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制

が整理されているか 
4 ③ 2 1 0 

65 
学習成果が国内外で評価される取組を行なっている

か 
4 3 2 1 ⓪ 

 

①課題 

62、63：これまで留学生の受け入れ実績がなく、留学生を受け入れる体制が整っていな

い。 

②今後の改善方法 

62、63：今後、留学生の受け入れ等について適切な手続き等準備を進めておく必要があ

る。 

③特記事項 

 

以上 


